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あらまし  本稿では，シェアードスペースを進化させたスマートシェアードスペースを日本で実現していこうと

する我々の研究のうち，主にヒューマンファクタに関係する研究項目を紹介する．我々は現在，シェアードスペー

スを日本に適応させるために必要な空間的・技術的なデザイン要素の整理検討を行い，スマートシェアードスペー

スとして実現することを狙って研究を進めている．本セッションの開催が，より多くのヒューマンコミュニケーシ

ョン研究者に対しスマートシェアードスペースの実現のための研究の誘いになれば幸いである．

キーワード  シェアードスペース，道路環境デザイン，リスク管理，公共交通網

1. スマートシェアードスペースとは

シェアードスペースは EU 各国にも取りいれられて

いる新しい交通手法で，信号・標識を撤去し，歩行者・

自動車・自転車が同一空間を共有し，お互いにコンタ

クトを取りながら共存する．従来の歩車分離によって

安全を図ろうとする考え方とは正反対であるにもかか

わらず，欧州の事例では実際に重大事故が減っている． 
一方で狭隘な国土を持つ我が国において，生活道路

など歩車共存の空間は多数あるものの，悲惨な事故が

絶えない．現実的にすべてを歩車分離にすることは不

可能であることから，我が国も安全安心な空間を作る

ために，今後シェアードスペースの援用が不可欠であ

る．

我々は現在，シェアードスペースを日本に適応させ

るために必要な空間的・技術的なデザイン要素の整理

検討を行い，スマートシェアードスペースとして実現

することを狙って研究を進めている．取り組みの特徴

としては，道路環境デザインからの検討と，車側の安

全安心のためのシステム構築との両面から取り組んで

いることが挙げられる．

本セッションではスマートシェアードスペースを

取り巻く情勢について概観し，我々の取り組みのうち，

ヒューマンファクタが重要となる研究項目を紹介する． 

2. スマートシェアードスペースで取り組む

ヒューマンファクタ

日本は新幹線や大都会における地下鉄など基幹網の

公共交通は非常によく整備されている．一方で，交通

端末部である住宅街や昔からある商店街には都会部で

さえも公共交通が行き届いていないのが実態である．

今後急速な高齢化社会を迎えるにあたり，運転免許を

返納した高齢者が，最寄りの基幹鉄道駅から自宅まで

どのように移動するのかが大きな課題となる．

一般に交通端末部は広く分散するため，そこに公

共交通網を整備するには膨大な運行人件費が必要とな

る．これを抑制するための手段として自動運転の活用

が注目されており，世界中でその実用化に向けた実証

実験が進められている．

基幹交通網とは異なり，端末交通は住宅地や地域

の商店街などの生活圏から離れて運行したのでは意味

がなくなる．さらに交通端末部分は，歩行空間と重な

っていることも多い．つまり，公共交通網と歩行者が

うまく共存する空間を創造する必要がある．公共交通

が日本以上に発達している欧州各地では，この発想の

もとにすでに歩車共有空間（シェアードスペース）の

導入が進められている．こういった状況を踏まえ，今

後日本においてシェアードスペースを社会実装してい

くためにどのような要件が必要になるかについて，川

本雅之らが研究を進めている．

現状のシェアードスペースにおける安全性は，車

両の運転者と歩行者の間のアイコンタクトやひとの身

振りなどの非言語的なコミュニケーションで成り立っ

ている．街の往来を阻害する歩車分離柵や柔軟性のな

い交通標識がなくなり，空間の利用自由度や街の景観

が向上するかわりに，その空間共有者には一定の緊張

感をもたせている形になっている．もちろんその緊張

感を維持するおかげで，シェアードスペースにおける

交通事故はきわめて少ないが，子供や高齢者，視覚障

害者などが同じように振舞える保証はない．

こういった空間に，将来自動運転車両やロボット



 
  
 

 

などの機械知能を導入していくためには，アイコンタ

クトや人の身振りや挙動などのヒューマンファクタを

科学的に解析し，それが人工的な知能にも理解できる

ようにしていく必要がある．この部分は，伊藤誠らが，

実物大の仮想現実装置を活用しながら，歩行者と車両

のインタラクションについて研究を進めている [1-2]． 
非言語的なコミュニケーションは，国や地域など

の慣習によって異なることにも注意が必要である．多

くの人の場合，こういった違いを比較的短期間で学習

する（空気を読む）が，生活習慣が全く異なる外国人

旅行者などには伝わりにくい可能性もある．このよう

な場合には，機械知能側が世界中の生活習慣データベ

ースからその人の振舞いの意図を読み取り，周囲の人

に明示的に教えることも必要になる．  
これを実現するために，まずシェアードスペース

内に定点的もしくは動的に設置された画像や様々なセ

ンサー等から最新の IoT 技術を用いて情報収集し，さ

らに収集された BigData を解析することによって，そ

こにいる個々の人や場全体のリスクを定量的に計測す

る研究を亀田能成らが研究を進めている [3-7]．さらに，

場のリスク解析と予測には，コンピュータウィルスの

検出における脅威分析等の知見を活かしながら，岡瑞

起らが研究を進めている．  
このようにして検出もしくは推定されたリスクを，

シェアードスペース内を通行する車両の運転者にタイ

ムリーに伝える必要がある．ここにも非言語的な手法

を用いる．視覚や聴覚は，運転者が自ら行う周辺監視

や危険予知に使われるべきであり，それを阻害するこ

となく付加的な情報を提示するためには力覚フィード

バックが最適と考えている．この研究は矢野博明らが

進めている [8-10]．  
道路環境デザイン面では，道路上の舗装模様が車両

速度に影響する研究を山本らが行っている．例えばシ

アトルやロンドンのシェアードスペースで見られる道

路の進行方向に対し 45 度の交差線の模様が，一般の

白線の場合と比べ運転者に対する速度抑制効果が高い

という結果を見出している [11-12]．  
 

3. まとめ  
 
本稿では，シェアードスペースを進化させたスマー

トシェアードスペースを日本で実現していこうとする

研究の我々の研究の中から，ヒューマンファクタに関

連する項目を主に紹介した．  
本セッションを通じて，スマートシェアードスペー

スに興味をもち，その実現に関わる研究を推進する

方々が増えることを願っている．それが将来の日本に

おいて，よりよい高度交通社会の実現に繋がると信ず

るものである．  
本研究は，科研費 18H03480 の他，部分的に 17H01773

の支援を受けて行われている．ここに謝意を表明する． 
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